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１.注意事項                      
取扱いを誤ると、重大な故障に至り、人体に危害を及ぼす恐れがあります。十分にご理解の上、慎重に取り扱って

下さい。 

 

２.適  用                      
本取扱説明書は、ＣＡＴＶシステムに使用されるダイキャストＰＧユニットＮＰＧ－７７０Ｌ２の取扱いについて

説明します。 

ＣＡＴＶ施設を円滑に運用していただくためにも、本取扱説明書を熟読の上、機器を正しくご使用頂くようお願い

します。 

 

３.概  要                      

本ダイキャストＰＧユニットは、４５１．２３７５ＭＨｚ、４９９．２５ＭＨｚ、７７１．２５ＭＨｚ等の新しい

周波数が追加された新規小型ダイキャストＰＧユニットです。 

 

４.特  長                      
 

① ＡＧＣ回路が内蔵されていますので出力レベルは非常に安定しています。 

 

② ＣＡＴＶからのパイロット信号の漏洩による混信防止のため､周波数を－１２．５ｋＨｚオフセットした、 

４５１．２３７５ＭＨｚがあります。 

 

③ 幹線挿入型とパイロット信号発生器単体出力型を出力切替スイッチにより切替えることが出来ます。 

 

④ 電源はＡＣ２０～３０Ｖ／ＡＣ４０～６０Ｖで切替えなしで広範囲に対応しています。 

 

⑤ 電源供給は７．５Ａまでの直接給電、ケーブル給電、スルー給電が可能です。 

プラグ操作によりフレキシブルな電源経路設定ができます。 

 

⑥ パイロットランプの確認がダイキャストＰＧユニット外部より可能です。 
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５.出力端子配置・内部構造の名称                                 
 

５-１.外観図 

 

図 1 外観図 

５-２.内観図 
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図 2 内観図 

① クランプ（１箇所）  

② ＧＣボリューム （出力レベルを０～－１０ｄＢ 連続可変出来ます） 

③ 出力ＡＴＴ６ｄＢスイッチ （出力レベルＡＴＴ ６ｄＢを入切出来ます） 

④ 出力ＡＴＴ１０ｄＢスイッチ （出力レベルＡＴＴ １０ｄＢを入切出来ます） 

⑤ 出力切替スイッチ （幹線挿入型とパイロット信号発生器単体出力型を切替えます） 

⑥ 電源重畳端子 （電通プラグは付属されています） 

⑦ 直接給電端子        （直接給電アダプターのコネクターを接続します） 

⑧ ＡＣ入力端子        （ＩＮ側１箇所のみ） 
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５-３.電源ユニット 

321 4 5 6 7

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 内観図（ケース蓋） 

① ＰＧユニット給電端子 

② 給電端子（ＬＥＤショートコネクター（ＡＸＨＰ－８Ａ）が装着されています） 

③ ＡＣ電圧チェック端子 

④ 乾燥剤 

⑤ ＤＣ電圧チェック端子 

⑥ パイロットランプ 

⑦ 予備ヒューズ（５Ａ） 

 

 

５-４. ヒューズ交換方法 

ヒューズ交換時にはＰＧユニット給電端子のＰＳコネクターを外し、パイロットランプが消えているこ

とを確認します。 
ヒューズ交換時には、ＰＳパネルを外し、電源ユニットのパネルを外し、ヒューズホルダー内のヒューズと交換し

て下さい。 

ヒューズは必ず所定の定格（５Ａ）のものを使用して下さい。 

 

 

 

電源ヒューズの交換は、必ずパイロットランプが消えていることを確認してから行って下さい。コネクターを

外してもパイロットランプが点灯している場合は、電解コンデンサーにチャージ電圧が残った状態ですので放

電させてから作業して下さい。 

 

放電手順：直接給電コネクター、電通プラグを抜いた後、再度ＰＧユニット給電端子のＰＳコネクターを接

続して下さい。パイロットランプは消えます。 

   

電源ユニットの給電端子にＬＥＤショートコネクターが接続されていないと、電源ユニットのチャージ電圧が

残っていても電源ユニットのパイロットランプは点灯しませんので、ＬＥＤショートコネクターは必ず接続し

て下さい。 

 注意 

    

補足   

通常、電源ユニットのヒューズが溶断する原因として考えられることは、外部からのサージ電圧が 

考えられます。この場合は、予備ヒューズの交換により正常動作します。しかし、サージ電圧が機 

器に加わった場合、ヒューズだけでなく他の部品にもダメージが加わっている場合がありヒューズ 

交換を行っても正常動作しない事もあります。この場合にはＡＣ・ＤＣ電圧を測定し、ＡＣ電圧正 

常、ＤＣ電圧異常の場合は、電源ユニットを交換して下さい。 
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５-５. パイロットランプの表示について 
パイロットランプの表示により、電源の動作状態が内部及び外部より確認できます。 

（パイロットランプは給電してから約１～２秒後に点灯します。すぐに点灯しなくても問題はありません。） 

 

図 4 パイロットランプの表示 

※パイロットランプの点灯や点滅は、ＰＧの真下から確認して下さい。斜めからの確認は見えない場合がありま

す。 

 

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾗﾝﾌﾟ 状    態 確      認 

緑点灯 ・ＤＣ電圧が電源ユニットから出力している。 － 

消灯 
・ＡＣが給電されていない。 

又は、ＤＣ電圧が出力されていない。 

・ヒューズは切れていないか。 

・電源ユニットは正常動作しているか。 

・ＡＣ給電系は正常動作しているか。 

パイロットランプ

注１：電源ユニットにＬＥＤショートコネクター（ＡＸＨＰ－８Ａ）が正しく接続されていない場合、 

パイロットランプは点灯しません。 
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６.取付方法                                           
 

６-１. メッセンジャーワイヤーへの取付方法 
 

筐体上部の吊金具部のナット（Ｍ８）を緩め、金具をメッセンジャーワイヤーに引っかけ、再度ナットを締め付

けて固定して下さい。 

（メッセンジャーワイヤー適合径：２２～５５sq） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D種接地工事

M4セムスねじ

ス端子

φ1.6mm以上のIV線

 

 

 

 

 

 

図 5 メッセンジャーワイヤーへの取付方法 

      吊金具の締付トルク 

メッセンジャーワイヤー径 ２２～３３(sq)時･･･････ ７.８N･m(８０kgf･cm) 

メッセンジャーワイヤー径 ３８～５５(sq)時･･･････ １４.７N･m(１５０kgf･cm) 

 

 

 

アー
  

 

ナットを緩めすぎないように注意して下さい。緩めすぎますとナットが外れて本体が脱落する恐れがあります 

のでご注意下さい。 

 

 注意 

アース端子

メッセンジャーワイヤー

吊架金具

M4セムスねじ

M8スプリングワッシャー

M8平ワッシャー

M8六角ナット（対辺13mm）

 

接地はアース線を筐体上部の端子に圧着（又は半田付け）して、 

ネジ（Ｍ４）で締め付けて下さい。  

アース端子の締付トルク：1.2N･m (1 2k g f･ cm )   

 

アースはＤ種接地工事を行って下さい。なお、線材は 

φ１.６mm 以上のＩＶ線をご使用下さい。 

 

 

 

 

                          図 6 接地方法 

  

 

接地が十分でないと避雷回路が働かず、機器や施設の故障の原因になることがあります。 

 

注意 
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６-２. 壁面、ポールなどへの取付方法 
別売の取り付け金具（Ｇ３９６－０６）を本体の背面に六角ボルト（ＳＵＳ Ｍ６×１２）で固定することにより

壁面、ポールなどへの取り付けを行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 ケース背面図 

4-M6x1 有効ネジ深さ 10
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７.取扱方法                                              
 

７-１.ＰＧの蓋を開ける場合 
上下４本のボルト（Ｍ８六角）を対角線方向 

の順（図８の１～４の順）に繰り返しながら  

除々に緩めてゆっくりと開いて下さい。 

 

蓋は約１１０°開きます。 
 

 

 

 

 

                      図 8 蓋開閉手順 

 

蓋を開けた後は、ケース本体・蓋の合わせた面及び蓋側のパッキンを傷つけたり、汚したりしないよう注意し 

て下さい。また、汚れた場合は清掃して下さい。 

  パッキンに変形、破損が見られる場合は、必ず新しいパッキンと交換して下さい。 

 

1 4

23

 注意 

 

 

７-２. ＰＧの蓋を閉じる場合 
ハーネス類を挟み込まないよう十分注意し蓋を合わせて、上下４本のボルトを対角線方向の順（図８の１～４

の順）に繰り返しながら除々に規定トルクまで締め付けて下さい。 

１箇所を一度に規定トルクまで締め付けますと均等な面圧が得られない場合があります。全体が同じ規定トル

クまで均等に締まっているかを番号順に２回以上繰り返し確認して下さい。 

 

蓋の締付トルク： 6.9N･m (7 0kg f ･c m)   

 

 
 

 

蓋を閉じる際、ケーブルの挟み込みには十分注意して下さい。 

蓋を閉じる前にケース本体・蓋の合わせた面及び蓋側のパッキン面にゴミ・ホコリなどが付着していないか確 

認して下さい。 

不十分な締め付けや、偏った締め付けは浸水の原因となります。 

 

 注意 
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７-３. モニター端子について 
 モニター端子は使用後必ず防水蓋を確実に締め付けて下さい。 

 

防水蓋の締付トルク: 6.9N･m  (7 0 kg f･ cm)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 モニター端子 

 

 

 

不十分な締め付けや、偏った締め付けは浸水の原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

（モニター端子）
防水キャップ
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８.給電方法                                           
 

この機器はＡＣ２０～３０／４０～６０Ｖで動作します。 
 

本機器及びケーブル重畳による他機への給電電圧はループ抵抗等によって電圧降下します。 

システム設計段階より本機への受電電圧については十分ご留意下さい。 

 

電源供給器等の供給電圧がＡＣ３０Ｖの場合 

ループ抵抗等による電圧降下分を含み増幅器のＡＣ端子電圧は２０Ｖ以上で使用して下さい。 

 

電源供給器等の供給電圧がＡＣ６０Ｖの場合 

ループ抵抗等による電圧降下分を含み、増幅器のＡＣ端子電圧は４０Ｖ以上で使用して下さい。 

 

尚、給電電圧は「９ 動作確認」に従い、本機器ＡＣチェック端子で必ずご確認下さい。 

 

 

 

 

 

本機器の電流通過容量は各端子（直接給電端子を含む）最大７.５Ａです。超える事のないようにして下

さい。 

 

給電アダプター及び、電通プラグ（ＰＴＴ－０１ＰＳ）先端のコネクターはロック機構付きです。必ずハ

ウジングを持って引き抜いて下さい。 

電線を持って引き抜くことは断線の原因になります。 

 

コネクター先端の端子部を筐体及びパネルに接触させると感電や、ショートによる停波、故障が発生する

恐れがありますので、必ず電源供給器から本機器への給電（重畳を含む）を停止して、本機器への電源供

給がされていない事を確認してから作業を行って下さい。 

 注意 

 

８-１. 直接給電を使用する場合 
 

①本機器を直接給電によって動作させる場合 

 

直接給電を行う場合の電源入力端子は、ＰＧのＣ端子１箇所となります。 

直接給電用Ｃ端子に別売の給電アダプター（ＡＪ－３０１）を取り付け、先端のコネクターをＰＧパネル 

面のＡＣ直接給電端子に差し込んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 Ｃ端子ＡＣ入力図       図 11 給電アダプター（ＡＪ－３０１） 
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PS

AC60V

クランプ

AC60V

PS

電通プラグクランプ

PS

AC60V

スルー

クランプ 電通プラグ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 直接給電アダプターの接続 

先端のコネクターはロック機能付きです。必ずハウジングを持って引き抜いて下さい。 

 

給電アダプターの締付トルク：24.5N･m(250kgf･cm) 

 
②本機器を直接給電により動作させ、同時にＩＮ・ＯＵＴ端子に電源重畳する場合 

 

直接給電用Ｃ端子に別売の給電アダプター（ＡＪ－３０１）を取り付け、先端のコネクターをＰＧパネル面のＡ

Ｃ直接電源端子に差し込んで下さい。 

次に、電源重畳するＩＮ重畳端子、ＯＵＴ重畳端子とＡＣ端子間にそれぞれ付属の電通プラグ（ＰＴＴ－０１Ｐ

Ｓ）を差し込んで下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 ＩＮ・ＯＵＴ端子に重畳する場合 

③直接給電により動作させ、ＩＮ・ＯＵＴ間に別ルート電源を通過させる場合 

 

直接給電用Ｃ端子に別売の給電アダプター（ＡＪ－３０１）を取り付け、先端のコネクターをＰＧパネル面のＡ

Ｃ直接給電端子に差し込んで下さい。 

次に、電源重畳されるＩＮ重畳端子と通過させるＯＵＴ重畳端子間に別売の電通プラグ（ＰＴＴ－０２ＰＳ）を

差し込んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 ＩＮ・ＯＵＴに別ルート電源を通過 
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８-２. ケーブル重畳により給電して使用する場合 
 

①入力ケーブルからの電源重畳により動作させ、同時にＯＵＴケーブルに重畳する場合 

電源重畳されてくるＩＮ重畳端子とＡＣ端子間に、付属の電通プラグ（ＰＴＴ－０１ＰＳ）を差し込んで下さ

い。電源重畳するＯＵＴ重畳端子とＡＣ端子間に付属の電通プラグ（ＰＴＴ－０１ＰＳ）を差し込んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 ケーブル重畳で動作 

PS

AC60V

電通プラグクランプ
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９.動作確認                                           
 

通電状態において、電源ユニットのパイロットランプの点灯を確認後、電源ユニット（蓋側）の電圧チ

ェック端子にて供給電圧をテスターで測定し既定値（ＡＣ２０～３０Ｖ／４０～６０Ｖ、ＤＣ２４±１

Ｖ）であることを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

給電電圧の電圧波形は完全な正弦波となっていない場合が多いため、一般の平均値検波方式のテスターで

は正しい電圧値の測定ができません。必ず、実効値検波型のテスターをご使用下さい。 

 

ＡＣ電圧測定時、テスター棒でのショートには注意して下さい。 

 

 注意 
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１０.レベル設定の方法                                          
 

１０-１.レベル設定の前に準備する事及び注意事項 
 

・レベル設定は電源投入後機器が安定状態になるまで、３０分以上時間をおいて行って下さい。（このとき、 

ＡＣ・ＤＣの電圧が正常値であることを確認） 

 

・スペアナは、使用環境温度や電源投入後のエージング時間により大きく精度が変化します。十分なエージン 

グとその都度の校正により変動要素を極力少なくして使用して下さい。 

 

・ 測定ケーブルによる誤差を少なくして下さい。 

 

１０-２.レベルの調整 
 

①定格出力レベル（７５Ω終端値）は、出力切替スイッチの設定により異なります。出力モニター端子からの 

出力（-２０ｄＢ）も異なります。用途に合わせて切替えて使用して下さい。 

  

幹線挿入型（ＰＧ分岐出力時） 定格レベル１００ｄＢμ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 幹線挿入型 

 

 

入力端子は必ずダミー（７５Ω）状態で使用して下さい。 

 

 

     パイロット信号発生器単体出力型（ＰＧ出力時） 定格レベル１１０ｄＢμ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  パイ
 

 

 

図 17 パイロット信号発生器単体出力型 

 

 

 

入力端子は必ず防水蓋（Ｇ４０１－５７－２）を付けて使用して下さい。 
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②定格出力レベルより、下記の方法によりＰＧの出力レベルが調整出来ます。 

 

・ＧＣボリュームにより０～－１０ｄＢ以上連続可変させることが出来ます。右に回すとレベルが上がり、左

に回すとレベルが下がります。 

 

・出力ＡＴＴスイッチにより、レベルを固定（６ｄＢと１０ｄＢ）で入切できます。出力ＡＴＴスイッチを 

６ｄＢの方に切替えると固定で６ｄＢレベルが下がります。同じように１０ｄＢの方に切替えると固定で 

１０ｄＢレベルが下がります。また、６ｄＢ、１０ｄＢ両方とも切替える事により１６ｄＢ下げる事も出来 

ます。 

 

・定格出力レベル以下で使用して下さい。 
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１１.仕様                                            
 

 

項        目 定        格   ・   性    能 備    考 

出 力 周 波 数 (MHz) 

246 

298 

300 

451.25 

499.25 

771.25 

451.2375 指定の1波 

最 大 出 力 レ ベ ル (dBμ) 100以上 
75Ω終端値 

PG分岐出力時 

出力レベル調整範囲 (dB) 
0～10以上 

6・10固定 ATT 
連続可変 

出力レベル安定度 (dB) ±0.5以内  

周 波 数 偏 差 (dBμ) ±15以内 ±3以内  

ス プ リ ア ス (dB) 
-60以下 

(注1) 

-60以下 

(注2) 

(注1)10MHz～450MHz 

(注2)10MHz～770MHz 

幹 線 挿 入 損 失 (dB) 4以下 10MHz～770MHz 

ハ ム 変 調 (dB) -60以下  

入出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ (Ω) 75 FT形ｺﾈｸﾀｰ 

入 出 力 Ｖ Ｓ Ｗ Ｒ 2.5以下  

モ ニ タ ー 結 合 量 (dB) -20±1.5以内  

不 要 放 射(dBμ/m) 34以下 3m法による 

耐 雷 性 
入出力・電源端子とも正負各15kV（1.2×50）μs 

のｻｰｼﾞ電圧に耐えること 
 

電 源 ・ 消 費 電 力 
AC20～30V/ 50/60Hz・約8VA 

AC40～60V/ 50/60Hz・約14VA 
 

寸 法 (mm) 259W × 189H × 141D 外形図参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質 量 (㎏) 約3.2  

使用条件：温度-20℃～+40℃、湿度40％～90％

 

当社測定法による。 

 本製品は改良のため仕様が変わることがあります。 
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１２.外形図                                           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般公差：±２ｍｍ 

１０ ラベル ＰＥＴ  １ シリアルＮｏ． 

９ アース端子 銅 スズメッキ １  

８ 銘板 ＰＰ  １  

７ パイロットランプ   １  

６ ヒンジ金具 アルミダイカスト 焼付塗装 １  

５ ケース本体 アルミダイカスト 焼付塗装 １  

４ ＦＴ形接栓座 黄銅 ニッケルメッキ ２  

３ 吊架金具 アルミダイカスト 焼付塗装 １  

２ 防水蓋 亜鉛ダイカスト クロームメッキ ５  

１ ケース蓋 アルミダイカスト 焼付塗装 １  

項番 品   名 材   質 仕   上 個数 備   考 
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IN

OUT

AC

8 1

4567

4-M6x1 有効ネジ深さ 10

10

1
6
6

1
8
9

±
1
0

222

259

1
4
1

8
0

120

3 2 9
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１３.ブロック図                                         
 

 

PLL

IN

PSF

PSF

ARR

ARR

ARR

GC

電源重畳 電源重畳

ＡＣ直接給電端子

スイッチング
電源

ＤＣ
+２４Ｖ

VCO LPF GC BPF

０ｄＢ

ＡＴＴ

ＰＧ

6dB

10dB

6ｄＢ

10ｄＢ

０ｄＢ

ＡＴＴ

OUT　MONI
(-20dB)

OUT
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１４.付属品・別売品                                        
 

１４-１. 付属品及び出荷時設定一覧表 
 

 付属品及び出荷時設定 備   考 

電通プラグ 

(PTT-01PS) ２個付属  

防水蓋 

(G401-57-2) 
１個  

ＬＥＤショートコネクター 

（AXHP-8A） 

１個 

ＰＳユニットに装着 
 

 

１４-２. 別売品 
     

  ①電通プラグ（ＩＮ－ＯＵＴ間スルー用） 

   ・ＰＴＴ－０２ＰＳ 

 

  ②直接給電アダプター 

・ＡＪ－３０１ 

 

③ワンタッチ接栓 

 ・Ｆ－Ｐ－Ｊ（ワンタッチ） 

 

④取付金具 

 ・Ｇ３９６－０６ 

 

⑤ＦＴ型７５Ωダミー抵抗 

・ＦＴＤ－７５Ａ 
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